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２１４ 松山大学論集 第１７巻 第１号
の「その作成の時においてそれらに付すべき価値によって記載されなければな




















































































































































































































































































































































































１）「経験の蒸留」とは，メイ（George O. May）の名著 Financial Accounting（１９４３［昭和１８］
年）に副題として付された言葉である。訳書；木村重義訳「財務会計」（昭和３２［１９５７］年）
２２８ 松山大学論集 第１７巻 第１号
２）E. Schmalenbach ; Grundlagen dynamischer Bilanzlehre３Aufl.１９２５（大 正１４）年 S.２７７,

































ーツは１９３６（昭和１１）年の AAA会計原則（A Tentative Statement of Accounting Principles
Affecting Corporate Reports）にあり，故岩田教授によって，「一般に認められるべき会計原
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２３０ 松山大学論集 第１７巻 第１号
standardsという用語が現れたのは，１９４０（昭和１５）年のペートン・リトルトン（W. A. Paton
and A. C. Littleton）の「会社会計基準序説（An Introduction to Corporate Accounting
Standards）」に於いてであり，その後，１９４８（昭和２３）年の AAA会計原則の改訂版
（Accounting and Reporting Standards for Corporate Financial Statements）のタイトルに用いら
れている。auditing standardsという表現は１９４７（昭和２２）年，当時の AIAのステイトメ


















































２３２ 松山大学論集 第１７巻 第１号
